
長鋪家住宅主屋、内蔵、内門

指定区分 国登録有形文化財（建造物）

読みかた
ながしきけじゅうたくおもや、うちぐら、うち
もん

所在地 笠岡市神島

登録年月日 令和6年3月6日

解説

　長鋪家は，江戸時代末期から庄屋を務めた
名家で，廻船業と塩田開発によって栄えた。敷
地は神島北側の高台に位置し，笠岡湾干拓事
業が行われる前は，海を望むことができた。
　主屋は江戸時代末期に建てられと推定され
る。平屋建の東西棟で，西側三分の一が入母
屋造本瓦葺（いりもやづくりほんかわらぶき）
で，大棟には意匠性の高い瓦を用いる。
　内蔵は二階建切妻造本瓦葺（きりづまづくり
ほんかわらぶき）。外壁は漆喰塗（しっくいぬ
り）で仕上げ、部分的に海鼠壁（なまこかべ）の
意匠が残る。
　内門は大正時代の建築と推定される。一間
一戸の薬医門で，切妻造桟瓦葺（きりづまづく
りさんがわらぶき）である。大棟の瓦や木造部
分は寺社建築の意匠を意識して造られてお
り，旧家の格を示す。

アクセス方法
笠岡駅から車で１３分、山陽自動車道笠岡
インターから車で１９分

公開状況
「手打ち蕎麦を食べる会」ほかイベント開
催時には見学可能。イベントの情報は
Facebookで確認できる。

設備

備考 イベント開催時のみトイレ・駐車場利用可
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せつめい

 　長鋪家は海運業や塩田（えんでん）の開
拓によって栄え、江戸末期より神島内浦
（こうのしまうちうら）で代々庄屋（しょうや）
を務めた名家です。
　主屋は生活する住居のことで、敷地内に
大事なものをしまっておく内蔵を建ててい
ました。また、敷地内には広い庭があり、
庭を区画する内門も建てられていました。
　主屋と蔵は約200年前の江戸時代末期
に、内門は約110年前の大正時代に建て
たと推定されています。いずれも格式のあ
る旧家に合わせた、凝（こ）った、丁寧なつ
くりをしています。

きっずページ

主屋（外観）

内 蔵

主屋（客間）

内 門


